
業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項

業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

重 要 な 会 計 方 針 及 び そ の 他 の 注 記

　電子提供措置事項のうち、上記の事項につきましては、法令及び当社定款の規定に基づき、書面交付

請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

　なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項から

上記事項を除いたものを記載した書面をお送りいたします。

第53期定時株主総会招集ご通知に際しての

その他の電子提供措置事項（交付書面省略事項）

第53期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）



業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項

　当社では、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合するための体制、その他

会社の業務が適正に行われるための体制を構築するための基本方針として、「内

部統制システム基本方針」を定めております（取締役会決議　2015年６月12

日）。基本方針の要点は以下のとおりです。

（１）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制

　法令遵守等に関する啓蒙、研修を実施し、コンプライアンス意識の浸透を図る

とともに、違反行為の通報手順を定めた「内部通報規程」を制定しております。

（２）当社の取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　法令及び社内規程（「文書管理規程」「契約管理規程」「内部情報管理規程」

「情報セキュリティに関する基本方針」「情報システム管理規程」「個人情報取

扱規程」「個人情報取扱方針（プライバシーポリシー）」「特定個人情報等の適

正な取り扱いに関する規程」等）により、情報の保存、管理を実行する体制とし

ております。

（３）当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　現状考えられる損失の危険については、その重要度により委員会を設置し対

応、協議する体制としております。

　また、今後において当社に損失を与える事象が発生した場合は、直ちに担当役

員が取締役及び監査役に報告し、役員全員で協議対応する体制としております。

（４）当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する

体制

　以下により取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保しております。

①取締役会にて重要事項の決定、取締役の業務執行状況の監督をしております。

②経営会議にて取締役、執行役員、監査役との間で情報を共有しております。
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③幹部会議、ＹＳＭ経営会議にて経営に関する重要事項の通達、状況把握、業

務指導を実施しております。

④グループ会社会議にて当社及び子会社に関連する情報を共有するとともに、

重要な事項については当社の取締役会等で協議し、課題の解決を図る体制と

しております。

（５）当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体

制及び子会社の取締役の職務執行に係る事項の当社への報告に関する体制

　内部統制システムの整備を推進するとともに、子会社については「子会社管理

規程」により、子会社の営業成績、財務状況その他の重要な情報に関する子会社

から当社への定期的な報告を義務付けております。

　また、グループ会社会議にて当社及び子会社に関連する情報を共有するととも

に、重要事項については当社の取締役会等で協議し、課題の解決を図る体制とし

ております。

（６）監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査役は取締役会のほか、経営会議等の必要とされる重要な会議に出席すると

ともに、主要な稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じ

て当社の取締役、使用人及び子会社の取締役にその説明を受けるものとしており

ます。

（７）当社の監査役がその職務を補助するべき使用人を置くことを求めた場合に

おける当該使用人に関する体制

　監査役の職務を補助すべき使用人については必要に応じて監査役スタッフを置

くことができます。また、監査役スタッフへの指揮命令権は監査役に属するもの

としております。
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（８）監査役会または監査役等へ報告をした者が当該報告をしたことを理由とし

て不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

　当社は監査役会または監査役等へ報告を行った役職員に対し、当該報告をした

ことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保し、その旨周知徹底してお

ります。

　また、「内部通報規程」により当該通報をしたこと自体による解雇その他の不

利益取扱いの禁止を明記しております。

（９）当社の監査役の職務の執行について生じる費用または債務の処理に係る方

針に関する事項

　当社は監査役がその職務の執行について、当社に対し、会社法第388条に基づ

く費用の前払い等の請求をしたときは必要でないと認められた場合を除き、速や

かに当該費用または債務を処理することとしております。

（10）反社会勢力を排除するための体制

　市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢力に対して毅然とした態度で臨

むとともに、これら反社会勢力には警察等の関係専門機関との情報交換及び連携

を密接に行い、上記方針を社員に徹底しております。

　「内部統制システム基本方針」に基づき、業務の有効性及び効率性の向上、財

務報告の信頼性の確保、事業活動に関わる法令等の遵守並びに資産の保全を目的

とした内部統制システムの運用を発展的に整備するため、「内部統制規程」及び

「内部統制委員会運営規程」を制定しております。

　「内部統制規程」により、取締役会及び監査役の責任範囲、役員及び社員等の

遂行体制及び活動内容、評価及び報告の進め方に関する明確化を行うとともに、

「内部統制の整備及び運用に関する基本方針」を策定しております。また、「内

部統制委員会運営規程」により、内部統制を円滑に推進するための委員会の体制

及び任務を明確化し、活動を進めております。
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業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　当事業年度を中心に実施した当社グループにおける内部統制システムの主な運

用状況は以下のとおりであります。

（１）コンプライアンスに対する取組みの状況

　以下の整備・取組みにより、コンプライアンスの強化・徹底を図っております。

①規程・ルールに関しては、関連法令動向に関する情報提供及び社内規程

（「YUSHINグループ人権方針」「YUSHINグループ調達ガイドライン」「ハラ

スメント防止規程」「契約管理規程」「内部情報管理規程」「情報セキュリ

ティに関する基本方針」「情報システム管理規程」「個人情報取扱規程」

「個人情報取扱方針（プライバシーポリシー）」「特定個人情報等の適正な

取り扱いに関する規程」等）の整備、周知徹底を図っております。また、組

織の知識集として、「Yushin Organizational Knowledge Book（Y Book）」

を配布し、業務品質向上の他、理念やコンプライアンス意識の浸透に活用し

ております。

②啓蒙・研修に関しては、中小受託取引適正化法、製造物責任法、インサイダ

ー取引防止、内部通報制度に関する啓蒙、ビジネスと人権、情報セキュリテ

ィ（情報漏えい）、営業秘密、安全運転に関する研修を実施し、コンプライ

アンス意識の浸透を図っております。

③内部通報に関しては、コンプライアンス違反の未然防止、早期発見及び違反

発見時に迅速かつ効果的な対応を図るため、社内外の通報窓口を設置し、通

報機会を提供するとともに調査対応などの運用強化を図っております。

④その他、サステナビリティ委員会の管轄下にコンプライアンス部会及び人権

部会を設置し、コンプライアンス意識の向上、不正行為等の防止及び人権意

識の向上への取り組み強化を図っております。

（２）損失の危険の管理に対する取組みの状況

　リスク管理全般については、内部統制委員会にて協議対応できる体制をとって

おります。また、サステナビリティ委員会においても、サステナビリティ基本方
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針に沿ってリスクマネジメントを推進しており、またその管轄下にITリスク対策

部会及び危機管理部会を設置し、ITセキュリティ対策、国内外危機管理等の取り

組み強化を図っております。

　当社に損失を与える事象が発生した場合は、直ちに担当役員が取締役会及び監

査役会に報告し、役員全員で協議対応を行うとともに、損失の危険性があると見

込まれる事象についても、監査役による調査やヒアリングを行う等、リスク回避

のための取組みも強化しております。

　また、発生しうるリスクの最小化を図るため、「YUSHIN防災・業務継続計画

（BCPマニュアル）」を整備するとともに、運用の確認として災害・安否確認シ

ステム等の訓練を定期的に実施しております。

　その他、日々変化するリスクへの対応を検討・実施しております。

（３）職務執行の適正性及び効率的に行われることに対する取組みの状況

　以下により取締役の職務の執行は適正かつ効率的に行われております。

①取締役会にて重要事項の決定、取締役の業務執行状況の監督をしております。

②取締役会の構成や取締役等の指名・報酬のあり方等に関する客観性、妥当性

及び透明性を高め、当社グループの中長期的な成長と企業価値の向上につな

げるため、取締役会の諮問機関として指名・報酬委員会を設置しておりま

す。取締役・監査役候補者の選出及び取締役の報酬体系等について審議し、

取締役会に対して答申または意見を述べております。

③取締役会の更なる機能向上を図るべく、取締役会全体の実効性の分析・評価

について、社内アンケートを行い、結果の分析評価をし、改善を進めており

ます。

④経営会議にて取締役、執行役員、監査役との間で重要課題等を討議し情報を

共有しております。

⑤幹部会議等にて経営に関する重要事項の通達、状況把握、業務指導を実施し

ております。
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（４）当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正確保のための取組み

の状況

　内部統制システムの整備を推進するため、「内部統制規程」及び「内部統制委

員会運営規程」を制定しております。具体的には、「内部統制規程」により、内

部統制に関する取締役会及び監査役の責任範囲、役員及び社員等の遂行体制（統

括、実施体制等）及び活動内容（方針、整備・運用のプロセス等）、評価及び報

告の進め方（対象範囲、手続き、不備に対する是正措置等）を明確に規定すると

ともに、「内部統制委員会運営規程」により、内部統制を円滑に推進するための

委員会の体制、任務及び活動の進め方（統括、遂行体制、活動対象範囲、教育

等）について明示しております。「内部統制の整備及び運用に関する基本方針」

のもと、「内部統制規程」に基づいて整備及び運用評価のための基本計画を定

め、統制活動を推進し、子会社については、グループ会社会議を年３回開催し、

当社及び子会社に関連する情報を共有し、子会社における業務実施状況を確認し

ております。

（５）監査役監査の実効性の確保

　監査役は、監査役会で定めた監査方針、監査計画等に従って監査を実施し、取

締役会、経営会議、幹部会議等に出席するほか、取締役、内部監査室等からその

職務の執行状況を聴取し、稟議書や契約書他重要な決裁書類等を閲覧し、業務及

び財産の状況を調査して、取締役の職務遂行に関する不正の行為、法令・定款に

違反する行為の監視をしております。

　また、監査を実施するにあたり、社外監査役の専門性を活かすとともに、内部

監査室等との社内の連携を図っております。その他、監査役が会社の内部統制シ

ステムに関して行う監査にあたっての基準及び行動の指針「内部統制システムに

係る監査の実施基準」に従って監査を実施しております。
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（2025年４月１日から
2026年３月31日まで）

（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,985,666 2,024,597 30,137,677 △1,355,984 32,791,957

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △680,688 △680,688

親会社株主に帰属する当期純

利益
286,762 286,762

自己株式の取得 △1,000,029 △1,000,029

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － － △393,925 △1,000,029 △1,393,955

当期末残高 1,985,666 2,024,597 29,743,751 △2,356,013 31,398,002

その他の包括利益累計額

非支配

株主

持分

純資産合計
その他有価

証券評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る調

整累計額

その他の

包括利益

累計額

合計

当期首残高 290,610 1,958,887 69,774 2,319,273 387,679 35,498,910

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △680,688

親会社株主に帰属する当期純

利益
286,762

自己株式の取得 △1,000,029

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） △125,469 742,032 40,611 657,174 25,759 682,934

連結会計年度中の変動額合計 △125,469 742,032 40,611 657,174 25,759 △711,021

当期末残高 165,141 2,700,919 110,386 2,976,447 413,439 34,787,888

連結株主資本等変動計算書
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会 社 名

Yushin America,Inc.
Yushin Korea Co.,Ltd.
Yushin Precision Equipment Sdn.Bhd.
有信國際精機股份有限公司

Yushin Precision Equipment (Thailand) Co.,Ltd.
Yushin Automation Ltd.
有信精机貿易（深圳）有限公司

有信精机商貿（上海）有限公司

Yushin Precision Equipment (India) Pvt.Ltd.
広州有信精密机械有限公司

PT. Yushin Precision Equipment Indonesia
Yushin Precision Equipment (Vietnam) Co.,Ltd.
WEMO Automation AB
WEMO Automation GmbH

ロ．棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品及び製品・仕掛品 主として個別法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

原 材 料 主として総平均法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）

貯 蔵 品 最終仕入原価法

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

(１)連結の範囲に関する事項

全ての子会社等を連結対象としており、連結子会社等は次の14社であります。

　なお、当連結会計年度において、連結子会社であったYushin Europe GmbHは、清算が結

了したため、連結の範囲から除外しております。なお、清算結了までの損益計算書につい

ては連結しております。

(２)持分法の適用に関する事項

非連結子会社及び関連会社はありません。

(３)会計方針に関する事項

①重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等    時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

以外のもの　　　　　　　売却原価は主として移動平均法により算定）
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②重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有 形 固 定 資 産

（リース資産を除く）

主として定率法

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ：　３～40年

構築物 ：　７～20年

機械装置及び運搬具 ：　５～12年

工具、器具及び備品 ：　２～20年

ロ．無 形 固 定 資 産

（のれん・リース資産

を除く）

定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見

込利用可能期間に基づいております。

ハ．リ ー ス 資 産 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、リ

ース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法

を採用しております。

③重要な引当金の計上基準

イ．貸 倒 引 当 金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計

上しております。

ロ．賞 与 引 当 金 従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額の

うち当連結会計年度の負担額を計上しております。

ハ．役 員 賞 与 引 当 金 当社は、役員賞与の支給に充てるため、支給見込額を計

上しております。

ニ．製 品 保 証 引 当 金 製品売上に対する無償補修費用の発生に備えるため、過

去の実績等を基礎にして計上しております。
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④収益及び費用の計上基準

　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する製品及びサービスにおける

主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時

点）は以下のとおりであります。

　製品及びサービスにおいて、顧客への販売は、顧客と締結した契約及び注文書に記載さ

れた条件に基づいて行われます。ロボット及び特注機については、大半の契約及び注文に

おいて据付業務が含まれており、顧客工場にて据付業務が完了し、顧客が検収を完了した

時点で、顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断

し、収益を認識しております。据付業務が含まれない一部の契約及び注文において、製品

が顧客へ引き渡された時点で顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務

が充足されると判断し、収益を認識しております。

　部品については、製品が顧客へ引き渡された時点で顧客が当該製品に対する支配を獲得

することから、履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。日本国内での

部品の販売においては、当社の出荷時から製品の支配が顧客に移転される時までの期間が

通常の期間であるため、出荷時点で収益を認識しております。

　保守サービスについては、顧客工場にてサービスが完了し、顧客が検収を完了した時

点で、顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断

し、収益を認識しております。

退職給付に係る資産及び

負債の計上基準

退職給付に係る資産及び負債は、従業員の退職給付に備

えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、

退職給付債務から年金資産を控除した額を計上しており

ます。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における

従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10～13

年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌

連結会計年度から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の

上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職

給付に係る調整累計額に計上しております。

当連結会計年度（千円）

のれん －

顧客関連資産 1,127,732

減損損失 867,073

⑤のれんの償却方法及び償却期間

７年間にわたる均等償却を行っております。

⑥その他連結計算書類作成のための重要な事項

２．会計上の見積りに関する注記

　のれん及び顧客関連資産の評価

（１）当連結会計年度の連結計算書類に計上された金額
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会社・場所 用途 種類 金額

WEMO Automation AB

（スウェーデン

ヴェルナモ市）

その他
のれん

顧客関連資産

393,609千円

454,768千円

事業用資産
機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

8,771千円

9,923千円

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　のれん及び顧客関連資産は、2023年5月30日にWEMO Automation ABを取得した際に計

上したものであり、のれんは７年、顧客関連資産は15年の均等償却を行っております。

　のれん及び顧客関連資産については、WEMO Automation ABの業績等に基づき減損の兆

候の有無を検討しております。のれん及び顧客関連資産を含む資産グループにて減損の

兆候を識別した場合、割引前将来キャッシュ・フローを算定し、帳簿価額と比較して減

損損失の認識を判定し、減損損失の認識が必要と判定された場合には、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。なお、割引前将

来キャッシュ・フロー及び回収可能価額は事業計画を基礎に算定しております。

　当連結会計年度において、のれん及び顧客関連資産を含む資産グループにて減損の兆

候があると判断し、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総

額と帳簿価額を比較した結果、減損損失の認識が必要と判定し、867,073千円の減損損

失を計上しております。

　割引前将来キャッシュ・フロー及び回収可能価額の算定の基礎となる事業計画は、売

上高等に一定の仮定を用いて策定しております。また、回収可能価額の算定にあたって

使用する割引率については一定の仮定を用いて算定しております。これらの仮定は将来

の不確実な経済条件の変動により影響を受ける可能性があり、仮定の見直しが必要とな

った場合には顧客関連資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記

(１)受取手形及び売掛金のうち、顧客との契約から生じた債権の金額は、それぞれ以下のとお

りであります。

受取手形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,456,328千円

売掛金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,608,919千円

(２)有形固定資産の減価償却累計額 8,964,462千円

４．連結損益計算書に関する注記

　　減損損失

　当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上し

ました。

①減損損失を認識した資産の概要、減損損失の金額

②減損損失を認識するに至った経緯

　当社の連結子会社であるWEMO Automation ABは欧州市場の低迷などの外部環境の悪化によ

り将来の事業計画を見直した結果、割引前将来キャッシュ・フローが帳簿価額を下回ったた
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株式の種類
当連結会計年度期首
の株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
の株式数(株)

普通株式 35,638,066 － － 35,638,066

株式の種類
当連結会計年度期首
の株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
の株式数(株)

普通株式 1,603,603 1,337,314 － 2,940,917

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2025年５月15日

取締役会
普通株式 340,344 10 2025年３月31日 2025年６月９日

2025年11月14日

取締役会
普通株式 340,343 10 2025年９月30日 2025年12月８日

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原
資

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2 0 2 6 年
５ 月 1 5 日
取 締 役 会

普通株式 326,971
利益剰余
金

10 2026年３月31日 2026年６月９日

め、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いた

しました。

③資産のグルーピングの方法

当社グループでは、会社を単位としてグルーピングを行っております。

④回収可能価額の算定方法

　回収可能価額については、将来の事業計画に基づく使用価値により測定しており、将来キ

ャッシュ・フローを15.0％で割引いて算定しております。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(１)発行済株式の総数に関する事項

(２)自己株式の数に関する事項

(注)自己株式の株式数の増加のうち1,337,200株は2025年11月14日開催の取締役会決議に
基づく買付によるものであり、114株は単元未満株式の買取りによる増加分でありま
す。

(３)剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額等

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後

となるもの
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連結貸借対
照表計上額
（ 千 円 ）

時 価
（ 千 円 ）

差 額
（ 千 円 ）

① 投 資 有 価 証 券

そ の 他 有 価 証 券 286,844 286,844 －

資 産 計 286,844 286,844 －

６．金融商品に関する注記

(１)金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については、短期的な定期預金や譲渡性預金等に限定し、投

機的な取引は行わない方針であります。なお、運転資金は全て自己資金にて行っておりま

す。またデリバティブは、為替リスクを回避するため利用する可能性がありますが、投機

的な取引は行わない方針であります。

②金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である受取手形、売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、海

外向の売上によって発生する外貨建ての営業債権は為替変動リスクに晒されております。

　投資有価証券は株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、そのほとんどが４か月以内の支

払期日であります。また未払金及び未払法人税等は、１年以内の支払期日です。

③金融商品に係るリスク管理体制

　売掛債権管理規程及び与信管理規程によって、取引相手ごとの支払期日や債権残高の管

理を行うとともに、取引先の信用状況を把握する体制をとっております。

　投資有価証券については、定期的に時価や発行先の財務状況の把握に努めております。

(２)金融商品の時価等に関する事項

　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次

のとおりであります。

（注）１.「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため  

時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（注）２.「受取手形」、「売掛金」については、短期決済であるため、時価は帳簿価額にほぼ

等しいことから、記載を省略しております。

（注）３.「支払手形及び買掛金」、「電子記録債務」、「未払金」、「未払法人税等」につい

ては、短期決済であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、記載を省略し

ております。

（注）４.金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

（資産）

①投資有価証券

　これらの時価については、株式は取引所の価格によっております。
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株 式 286,844 － － 286,844

資 産 計 286,844 － － 286,844

報告セグメント
合計

日本 米国 アジア 欧州

製品及びサービス別

ロ ボ ッ ト 7,445,494 2,236,732 4,111,695 1,153,399 14,947,321

特 注 機 1,482,554 758,274 202,153 718,954 3,161,936

部 品 ・ 保 守 サ ー ビ ス 2,124,545 1,084,411 962,796 820,362 4,992,115

顧客との契約から生じる収益 11,052,594 4,079,418 5,276,645 2,692,715 23,101,373

そ の 他 の 収 益 － － － － －

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 11,052,594 4,079,418 5,276,645 2,692,715 23,101,373

(３)金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以

下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形　

成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格に

より算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット

以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ

ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベル

に時価を分類しております。

時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されてい

るため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

７．収益認識に関する注記

(１)顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
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当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 6,811,882 6,065,247

契約負債 783,128 1,122,263

当連結会計年度

1年以内 7,174,453

1年超 517,153

合計 7,691,607

(１)１株当たり純資産額 1,051円30銭

(２)１株当たり当期純利益 8円51銭

(２)顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項「(3)会計方針に関する事項 ④収

益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

(３)当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）

　連結貸借対照表上、契約負債は「流動負債」の「前受金」に計上しております。契約負

債は、顧客からの前受金であり、収益の認識に伴い取り崩されます。当連結会計年度に認

識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、712,914千円であ

ります。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金

額はありません。

②残存履行義務に配分した取引価格

　残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のと

おりであります。

（単位：千円）

８．１株当たり情報に関する注記

(注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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（2025年４月１日から
2026年３月31日まで）

株主資本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

資 　 本

準 備 金

資 本

剰 余 金

合 計

利 　 益

準 備 金

その他利益剰余金
利 益

剰 余 金

合 計
配当平均

積 立 金

別 途

積 立 金

繰 越

利 益

剰 余 金

当期首残高 1,985,666 2,023,903 2,023,903 286,314 1,000,000 8,700,000 17,956,112 27,942,426

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △680,688 △680,688

当期純利益 1,508,465 1,508,465

自己株式の取得

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － － － 827,777 827,777

当期末残高 1,985,666 2,023,903 2,023,903 286,314 1,000,000 8,700,000 18,783,889 28,770,204

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自 己 株 式 株主資本合計

その他有価証券

評 価 差 額 金

評価・換算差

額等合計

当期首残高 △1,355,984 30,596,012 290,610 290,610 30,886,623

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △680,688 △680,688

当期純利益 1,508,465 1,508,465

自己株式の取得  △1,000,029 △1,000,029 △1,000,029

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額(純額)
△125,469 △125,469 △125,469

事業年度中の変動額合計 △1,000,029 △172,251 △125,469 △125,469 △297,721

当期末残高 △2,356,013 30,423,760 165,141 165,141 30,588,901

株主資本等変動計算書

（単位：千円）
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１．重要な会計方針

(１)資産の評価基準及び評価方法

①子会社株式 移動平均法による原価法

②その他有価証券

市場価格のない株式等以外      時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

のもの 売却原価は主として移動平均法により算定）

③棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品及び製品・仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

原材料 総平均法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品 最終仕入原価法

(２)固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産 定率法

（リース資産を除く） なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ：３～38年

構築物 ：７～20年

機械及び装置 ：12年

工具、器具及び備品 ：２～20年

②無形固定資産 定額法

（リース資産を除く） なお、自社利用のソフトウェアについては、社内にお

ける見込利用可能期間に基づいております。

③リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引については､ 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定

額法を採用しております。

(３)引当金の計上基準

①貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため､ 一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しております。
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(１)当事業年度の計算書類に計上した金額

　　　関係会社株式 3,176,648千円

②賞与引当金 従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額

のうち当事業年度の負担額を計上しております。

③役員賞与引当金 役員賞与の支給に充てるため、支給見込額を計上して

おります。

④製品保証引当金 製品売上に対する無償補修費用の発生に備えるため､ 

過去の実績等を基礎にして計上しております。

(４)退職給付会計

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産残高見

込額に基づき、年金資産の退職給付債務超過額（前払年金費用）を「固定資産」の「投資そ

の他の資産」の「その他」に計上しております。なお、数理計算上の差異は、各期の発生時

における従業員の平均残存勤務期間（10～13年）による定額法により按分した額を、それぞ

れ発生の翌期から費用処理することとしております。

(５)収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する製品及びサービスにおける主な履行義務の内

容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりで

あります。

　製品及びサービスにおいて、顧客への販売は、顧客と締結した契約及び注文書に記載され

た条件に基づいて行われます。ロボット及び特注機については、大半の契約及び注文におい

て据付業務が含まれており、顧客工場にて据付業務が完了し、顧客が検収を完了した時点

で、顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断し、収

益を認識しております。据付業務が含まれない一部の契約及び注文において、製品が顧客へ

引き渡された時点で顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足され

ると判断し、収益を認識しております。

　部品については、製品が顧客へ引き渡された時点で顧客が当該製品に対する支配を獲得す

ることから、履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。日本国内での部品

の販売においては、当社の出荷時から製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の

期間であるため、出荷時点で収益を認識しております。

　保守サービスについては、顧客工場にてサービスが完了し、顧客が検収を完了した時点

で、顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断し、収

益を認識しております。

２．会計上の見積りに関する注記
　　関係会社株式の評価
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(１)有形固定資産の減価償却累計額 7,234,191千円

①　短期金銭債権 1,474,977千円

②　短期金銭債務 134,330千円

①　売上高 3,830,347千円

②　仕入高 150,541千円

③　販売費及び一般管理費 189,176千円

④　営業取引以外の取引高 347,785千円

株式の種類
当事業年度期首
の株式数(株)

当事業年度増加
株式数(株)

当事業年度減少
株式数(株)

当事業年度末の
株式数(株)

普通株式 1,603,603 1,337,314 － 2,940,917

(２)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

①当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法

　関係会社株式については、市場価格がないため、取得原価をもって貸借対照表価額として

おりますが、当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下したときは

相当の減額を行い、当事業年度の損失として処理します。

②主要な仮定

　関係会社の純資産の回復可能性の判断については、関係会社の過年度における損益の状

況、債務超過の程度、貸付金の回収状況、翌事業年度の予算などを考慮しております。

③翌事業年度の計算書類に与える影響

　関係会社の業績が想定を超えて悪化した場合には、評価損や引当金の計上が発生する可能

性があり、翌事業年度以降の計算書類に影響を与える可能性があります。

３．貸借対照表に関する注記

　(２)関係会社に対する金銭債権債務

４．損益計算書に関する注記

　関係会社との取引高

５．株主資本等変動計算書に関する注記

　自己株式の数に関する事項

(注)自己株式の株式数の増加のうち1,337,200株は2025年11月14日開催の取締役会決議に
基づく買付によるものであり、114株は単元未満株式の買取りによる増加分でありま
す。
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繰延税金資産

棚 卸 資 産 81,456千円

有形固定資産 減価償却 超過額 374,218千円

無形固定資産 減価償却 超過額 166,328千円

賞 与 引 当 金 102,740千円

製 品 保 証 引 当 金 36,245千円

そ の 他 50,615千円

繰延税金資産合計 811,605千円

繰延税金負債

前 払 年 金 費 用 69,438千円

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 75,589千円

繰延税金負債合計 145,027千円

繰延税金資産の純額 666,577千円

６．税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

－ 20 －



種

類
会社等の名称

議決権等
の 所 有
（被所有）
割 合
（％）

関 係 内 容
取 引 の
内 容

取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事 業 上 の
関 係

子

会

社

Yushin 
America, 
Inc.

(所有)
直接
100.0

兼 任
２名

当社製品の
販売及び合
理化機械の
製造・販売

製品の販売 1,273,975 売掛金 225,116

Yushin 
Korea
Co.,Ltd.

(所有)
直接
100.0

兼 任
２名

当社製品の
販売及び合
理化機械の
製造・販売

製品の販売 767,283 売掛金 157,102

Yushin 
Automation
Ltd.

(所有)
直接
95.6

兼 任
２名

当社製品の
販売及びア
フターサー
ビス

製品の販売 174,072 売掛金 7,379

広州有信精密
机械有限公司

(所有)
直接
100.0

兼 任
２名

当社製品の
製造

製品の販売 370,077 売掛金 64,759

(１)１株当たり純資産額 935円52銭

(２)１株当たり当期純利益 44円75銭

７．関連当事者との取引に関する注記

　　子会社等

取引条件ないし取引条件の決定方針等

(注) 製品の販売については、現地市場価格を勘案し、交渉の上決定しております。

８．収益認識に関する注記

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 (3)会計方針に関する事項 ④収益

及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

９．１株当たり情報に関する注記

(注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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